
1．デジタル時代におけるレコードキーピング 4．グローバルなアーカイブズ界における調和と友情 7．新任専門職

2．協力 5．アーカイブズ文化及び社会における多様性と調和 8．2012年以降のICAネットワークの成果

3．司法・権利擁護・和解における記録及びアーカイブズの利用 6．韓国のアーカイブズ及び記録管理 9．国立公文書館フォーラム

会場
講堂

(通訳あり）
307A会議室 307B会議室 307C会議室 308A会議室 308B会議室 308C会議室

ワークショップ
09:00-11:00

ワークショップ1

アーカイブズ建築：規格及
び成果

ワークショップ5

BitCurator環境及び

BitCuratorアクセスウェブ
ツールを活用した電子記
録へのアクセスの取得及
び提供

ワークショップ8

危機管理と防災対策ワー
クショップ

ワークショップ6

情報文化の分析
ワークショップ3

第三者機関認定のコン
ピュータ化記録アーカイブ
ズを活用したコンピュータ
化記録のアウトソーシン
グ・プロセス

11:00-11:30

ワークショップ
11:30-12:30

ワークショップ1

アーカイブズ建築：規格及
び成果

ワークショップ5

BitCurator環境及び

BitCuratorアクセスウェブ
ツールを活用した電子記
録へのアクセスの取得及
び提供

ワークショップ8

危機管理と防災対策ワー
クショップ

ワークショップ6

情報文化の分析
ワークショップ3

第三者機関認定のコン
ピュータ化記録アーカイブ
ズを活用したコンピュータ
化記録のアウトソーシン
グ・プロセス

12:30-14:00

ワークショップ
14:00-16:00

ワークショップ1

アーカイブズ建築：規格及
び成果

ワークショップ5

BitCurator環境及び

BitCuratorアクセスウェブ
ツールを活用した電子記
録へのアクセスの取得及
び提供

ワークショップ8

危機管理と防災対策ワー
クショップ

ワークショップ2

地域支援及び専門能力開
発におけるICA地域支部
の機能強化

ワークショップ4

クラウドサービスに基づく
電子記録管理のリスク要
因と対処方法

ワークショップ7

レコードキーピング情報
学：教育とトレーニングの
ためのイントロダクション

16:00-16:30

ワークショップ
16:30-17:30

ワークショップ1

アーカイブズ建築：規格及
び成果

ワークショップ5

BitCurator環境及び

BitCuratorアクセスウェブ
ツールを活用した電子記
録へのアクセスの取得及
び提供

ワークショップ8

危機管理と防災対策ワー
クショップ

ワークショップ2

地域支援及び専門能力開
発におけるICA地域支部
の機能強化

ワークショップ4

クラウドサービスに基づく
電子記録管理のリスク要
因と対処方法

ワークショップ7

レコードキーピング情報
学：教育とトレーニングの
ためのイントロダクション

2016年9月5日（月）

休　　憩

昼　　食

ICA大会 　2016年9月5日～10日　韓国・ソウル
「アーカイブズ、調和、友情：グローバル社会における文化的感受性、正義、連携の確保」

大会プログラム

休　　憩



1．デジタル時代におけるレコードキーピング 4．グローバルなアーカイブズ界における調和と友情 7．新任専門職

2．協力 5．アーカイブズ文化及び社会における多様性と調和 8．2012年以降のICAネットワークの成果

3．司法・権利擁護・和解における記録及びアーカイブズの利用 6．韓国のアーカイブズ及び記録管理 9．国立公文書館フォーラム

2016年9月6日（火）

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 307A会議室 307B会議室

ワークショップ
09:00-10:30

ワークショップ13

音声・映像アーカイブズ管
理

ワークショップ9

認定電子文書センターと
公共機関の適用事例の紹
介

ワークショップ10

国債報償運動のための記
録活用の価値と方法

ワークショップ11

日本における被災文書の
復旧

ワークショップ12

価値と歴史を生むための
防衛記録管理機関の協力
モデル

10:30-11:00

ワークショップ
11:00-12:30

ワークショップ13

音声・映像アーカイブズ管
理

ワークショップ9

認定電子文書センターと
公共機関の適用事例の紹
介

ワークショップ10

国債報償運動のための記
録活用の価値と方法

ワークショップ11

日本における被災文書の
復旧

ワークショップ12

価値と歴史を生むための
防衛記録管理機関の協力
モデル

12:30-13:30

14:00-15:30

15:30-16:15

16:15-16:45

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

16:45-18:15
S1.1 伝統的な韓国の
アーカイブズ

S1.2各国立公文書館の業

績（Part1）

S1.3 事例研究（Part1） S1.4 事例研究（Part1） S1.5 和解（Part1） S1.6 記録管理制度 S1.7 司法（Part1） 1.8 アクセス可能な情報

（Part1）

1.10 事例研究（Part1） 1.9 新しいメディアとモバ
イルテクノロジー

Dohyeon Han（韓国学中
央研究院図書館長）
韓国学中央研究院のアー
カイブズ文化研究

日本国立公文書館の2つ
のデジタルアーカイブの挑
戦

欧州に平和を：欧州連合
の歴史アーカイブスにお
ける戦後の欧州統合の記
憶(1)

韓国の公営企業の記録管
理の現状と改善方法に関
する研究

ドイツ民主共和国におけ
る抑圧された文学のアー
カイブ

インターネット動画による
閲覧室の検討：市民と構
築する新しい関係？

ベトナムにおける過去50

年のアーカイブズ学教育：
主な成果と新たな課題

新しいメディア手段を用い
る多様なユーザーとの協
力

インド国立公文書館にお
けるデジタルイニシアティ
ブ

欧州に平和を：欧州連合
の歴史アーカイブスにお
ける戦後の欧州統合の記
憶(2)

韓国の中央アーカイブズ
管理システムの紹介

記録と司法：農業従事者
の経験に関する影響

DUTO：設計によるアクセ
ス可能情報

ポスト共産主義社会にお
ける国家のアイデンティ
ティと調和を生み出すため
のアーカイブズの役割

国立公文書館：進行中の
スマート・ソリューション

第二次世界大戦後におけ
る台湾の公文書制度に関
するフーバー委員会の影
響

ベトナム公文書館とフラン
ス公文書館の関係：歴史
と展望

真実の目撃者：困難な時
代の記録管理

On-Naraシステムの紹介 ソーシャルネットワークと
アーカイブズコンテクスト：
国際アーカイブズ記述とア
クセス協力

信頼性の高いモバイル電
子記録管理の構造

アーカイブズ管理の経験
共有と韓国国家記録院の
将来

Government 3.0時代にお
ける情報の自由に関する
研究

昼　　食

開　会　式

基調講演：John Hocking

休　　憩

アーカイブズ学の射程の
拡大：大学アーカイブズに
よるアウトリーチ拡大のた
めの戦略的コミュニティ
パートナーシップの活用

アイデンティティのかすか
な兆候と司法の確かな指
針：児童虐待の生存者へ
の司法救済における行政
記録の役割

1 過去の時代のアーカイ
ブズ：蔵書閣図書館
2 韓国記録文化の華

3 韓国家系アーカイブ

4 記録文化の復活－韓国
における孤立と古代文書
5 記録文化のデジタル化

休　　憩

ICA大会 　2016年9月5日～10日　韓国・ソウル
「アーカイブズ、調和、友情：グローバル社会における文化的感受性、正義、連携の確保」

大会プログラム



1．デジタル時代におけるレコードキーピング 4．グローバルなアーカイブズ界における調和と友情 7．新任専門職

2．協力 5．アーカイブズ文化及び社会における多様性と調和 8．2012年以降のICAネットワークの成果

3．司法・権利擁護・和解における記録及びアーカイブズの利用 6．韓国のアーカイブズ及び記録管理 9．国立公文書館フォーラム

2016年9月7日（水）

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

09:00-09:45

09:50-11:20
S2.1 パートナーシップ

（Part1）

S2.2 各国立公文書館の

業績（Part2）

S2.3 デジタルアーカイブ

ズ（Part1）

S2.4 先住民とコレクション

との関わり（Part1）

S2.5 プライバシーとアク
セス

S2.6 情報及び記録の管
理

S2.7 専門職が抱える問
題と課題

S2.8 コミュニティアーカイ

ブズ（Part1）
2.10 事例研究（Part2） S2.9 セキュリティ

ICAとユネスコ：文書遺産
のためのグローバルな
パートナーシップ

グローバルな世界におけ
るモンゴルのアーカイブズ
の発展

先住民の声：オーストラリ
ア先住民とコレクションと
の間に文化的にセンシ
ティブな関係を結び構築
する

オリジナルの力：カタロー
ニャにおける説明責任、腐
敗との戦い、社会正義

コンティニュアムとコミュニ
ティアーカイブズ

修復材料としての和紙
とその世界への普及

電子フォーマットの記録及
び記録管理と情報及び情
報セキュリティの目的に関
する比較研究

「国家の記憶」：その潜在
的可能性を活かす

国家の記憶とアーカイブ
ズ：リトアニアの事例

ブリティッシュ・コロンビア・
インディアン酋長連合にお
ける先住民の情報ニーズ
に応える

記録の評価選別に関す
るモザンビークの経験

電子記録のアーカイブズ
への移管に関するサイ
バー上の脅威と脆弱性に
関する研究

FGSes：e-archivesのた
めの情報パッケージ仕様
書

評価選別における新しい
課題：アーカイブズの境界
を越えて

タイ国立公文書館にお
けるアーカイブズ業務
のための標準

ブルキナファソの公共機
関における電子データの
安全性と持続可能性：若
者職業訓練雇用省の事例

デジタルアーカイブ管理にお
けるクラウドコンピューティン
グ技術（構造、プログラミング
モデルおよび実行）

アーカイブズと他の関係
機関との間の倫理上の関
係

デジタル科学捜査の観点
からみた電子記録管理

11:15-11:45 ポスター発表　／　ポスターセッション AM & PM

A1　自身の探求：アーカイブズ外へ人々をいざなう新しい方法の創造

A2 　アーカイブズの保存：明日のアーカイブズのニーズに応えるための今日のシステム構築

A3　楽園における保存：バハマ連邦の傷からの学術アーカイブズの構築における挑戦と成功

A5　中国のアーカイブズの意図的な保存における新しい専門職のアイデンティティと満足度の研究

A6　台湾のデジタル歴史アーカイブズにおける安全性とライセンス技術に関する研究：現状と課題の分析

A7  私の耳に入る音楽：あなたは私の中に友人を得た　波の向こうの友人の協力を得たアーカイブズの構築：１つの島における展望

A8　UNIMARC・IRANMARC・MARC 21のフィールドとISAD要素の比較分析

A10　ポーランド、チェコ、ハンガリー、スロバキアの合同アーカイブズプロジェクト

A11　記録の検索補助手段の拡大のためのファセット分類の開発と適用：大統領記録のケーススタディ

A12　国際標準化機構の概念フレームワークに基づくインターフェイス用語技術開発：医療記録における現病歴に注目して

A13  非標準電子文書管理とその移管事例の改善に関する研究

A14　R&D記録保存技術の現状とその適用事例

A15　サウジアラビアの民間アーカイブズ：Saveプロジェクト

A16　幾千もの言葉：社会正義の促進におけるアーカイブズイメージの力と潜在的可能性

A18　台湾行政院所管の企業アーカイブズの電子保存事業：官有企業の勃興と解散の模索

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

11:45-13:15

S3.1 事例研究（Part3） S3.2 技術的ソリューション S3.3 分野間の協力 S3.4 国立公文書館長

フォーラム会合（FAN）

S3.5 CAプログラム委員
会のプロジェクトと業績

S3.6  韓国政府展示
（Part1）

S3.7　韓国政府展示

（Part3）

サウジアラビアにおける政
府記録：発展のための実
地研究

ネイティブとノン・ネイティブの
真の平等を確保する手段とし
ての希少言語のためのOCR

ソフトウェアの開発

ローンレンジャーはもうい
らない：移管におけるアー
カイブズ協力

RAM iSquareによる情報
の視覚化（双方向）

Government 3.0に関
する特別セッション

韓国国会情報の管理

e-Governmentシステムに
おけるデータの急増にど
のように対応するか？E-

ARKプロジェクトから相互

運用可能なe-archivingソ
リューション

可能な限り公開します！

トラブルと紛争：CAIN（イ
ンターネット上の紛争アー
カイブ）のアーカイブズ記
録の発展

インドネシアのアーカイブ
ズ情報ネットワーク：政府
情報の市民の利用を可能
にするためのアーカイブズ
組織間の責任分担

大会プログラム

レファレンス技術や認知度
向上の研修、又は専門職
団体はどうすれば自らの
専門性の発展と社会的認
知に貢献できるか？

基調講演：Laurent Gaveau, Hyunmi Yang

ICA大会 　2016年9月5日～10日　韓国・ソウル
「アーカイブズ、調和、友情：グローバル社会における文化的感受性、正義、連携の確保」



2016年9月7日（水）

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

11:45-13:15

境界の無いアーカイブズ
遺産：様々なレベルの国
立公文書館の相互交流

人物写真管理における
ディープラーニングとその
アプリケーションに基づく
顔認証技術

インターネット上のアーカ
イブズ情報－ロシア及び
諸外国の経験

脱文脈のオブジェクト：
アーカイブズ、証拠、知識
及び損失

13:15-14:15

14:15-15:00

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

15:00-16:30

S4.1   美術アーカイブズ

21世紀の美術アーカイブ
ズ

S4.2  各国立公文書館の

業績（Part3）

S4.3  先住民とコレクショ

ンとの関わり（Part2）

S4.4  デジタルアーカイブ

ズと記録管理（Part2）

S4.5  北欧のアーカイブズ 内容記述とメタデータ S4.7  和解（Part3） S4.8  李氏朝鮮 S4.10  事例研究（Part2） S4.9  法的側面

戦時接収企業資料の整理
における日豪協力

カナダ北極地域のイヌイッ
トの文化と言語の保存：イ
ヌイット放送局の事例研究

原本は王様か？オースト
ラリア国立公文書館のイ
ニシアティブ

北欧のアーカイブズコミュ
ニティにおける調和と友好

コンドル作戦のアーカイブ
ズ：南米の独裁政権によ
る犯罪の裁判、調査及び
理解

李氏朝鮮王朝実録の返
還：人類の文化遺産の価
値ある記録

チベット文書館（ラサ）所蔵
の歴史公文書の評価／重
要性

e-Discoveryが直面する
現状と訴訟問題（コン
ピュータ記録の保存の観
点から）

潜在的なものを顕在化す
ること：オーストラリア・ア
ボリジニの遺物と21世紀
のネットワーク化された
アーカイブズ

大規模犯罪のアーカイブ
ズ：フランスの奴隷貿易に
関するアーカイブズをどの
ように「処遇」するか？

物質的繁栄と李氏朝鮮の
朝鮮王室儀軌の価値

評価選別と収集における
主観性と客観性：新しい考
察

韓国におけるe-discovery

の導入と課題

アーカイブズ目録記述に
おける新しいコラボレー
ションの地平線：スペイン
の事例

アーカイブズ情報と国境
紛争解決：ボツワナ・ナミ
ビア間のSedudu/Kasikili

国境紛争の事例

ロイヤルブックデータベー
スの構築と利用

アーカイブズ機関同士の
協力と情報の普及及び交
換におけるその影響

韓国の公共機関における
ソーシャルメディア記録の
ためのメタデータ要素に関
する研究

16:30-17:00

A1　自身の探求：アーカイブズ外へ人々をいざなう新しい方法の創造

A2 　アーカイブズの保存：明日のアーカイブズのニーズに応えるための今日のシステム構築

A3　楽園における保存：バハマ連邦の傷からの学術アーカイブズの構築における挑戦と成功

A5　中国のアーカイブズの意図的な保存における新しい専門職のアイデンティティと満足度の研究

A6　台湾のデジタル歴史アーカイブズにおける安全性とライセンス技術に関する研究：現状と課題の分析

A7  私の耳に入る音楽：あなたは私の中に友人を得た　波の向こうの友人の協力を得たアーカイブズの構築：１つの島における展望

A8　UNIMARC・IRANMARC・MARC 21のフィールドとISAD要素の比較分析

A10　ポーランド、チェコ、ハンガリー、スロバキアの合同アーカイブズプロジェクト

A11　記録の検索補助手段の拡大のためのファセット分類の開発と適用：大統領記録のケーススタディ

A12　国際標準化機構の概念フレームワークに基づくインターフェイス用語技術開発：医療記録における現病歴に注目して

A13  非標準電子文書管理とその移管事例の改善に関する研究

A14　R&D記録保存技術の現状とその適用事例

A15　サウジアラビアの民間アーカイブズ：Saveプロジェクト

A16　幾千もの言葉：社会正義の促進におけるアーカイブズイメージの力と潜在的可能性

A18　台湾行政院所管の企業アーカイブズの電子保存事業：官有企業の勃興と解散の模索

17:00-17:15

17:15-18:45

デジタル時代の記録保
存：長期にわたる統合性と
真正性を維持するため
の、リンクを使ったタイム
スタンピングとブロック
チェーン技術使用の可能
性と課題

ICA総会登録

ICA総会

昼　　食

全体会合： Byungju SHIN, Youngchan YOON

様々な機関から構成され
る可視化グラフのアーカイ
ブメタデータのためのプロ
トタイププロジェクト（複数
のデータセットからひとつ
のグラフへ）

ポスター発表　／　ポスターセッション AM & PM

実効的発展へ従来の概念
を越えて：国際開発分野
の専門家はアーキビストと
アーカイブズコミュニティ
から何を学び得るか

グローバル化世界におけ
るトルコのアーカイブズの
位置づけとトルコ首相府
国家アーカイブズ総局の
国際協力活動



1．デジタル時代におけるレコードキーピング 4．グローバルなアーカイブズ界における調和と友情 7．新任専門職

2．協力 5．アーカイブズ文化及び社会における多様性と調和 8．2012年以降のICAネットワークの成果

3．司法・権利擁護・和解における記録及びアーカイブズの利用 6．韓国のアーカイブズ及び記録管理 9．国立公文書館フォーラム

2016年9月8日（木）

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

09:00-09:45

09:45-11:15

S5.1  全体像 S5.2  和解（Par3） S5.3  新しい専門職の業

績（Part1）

S5.4  ICAプログラム委員
会の事業と業績

S5.5  評価選別の課題 S5.6 E-Government S5.7  二国間協力（Part1） S5.8  デジタルアーカイブ

ズと記録の管理（Part2）

S5.10  他の文化機関との
協力

S5.9  大統領記録

レッドテープからレッドカー
ペットへ：デジタル時代の
記録保存の移行

過去の誤りに焦点をあて
る：ブラジルとカナダにお
ける癒しと和解促進への
記録の利用

アーカイブズの創設：新し
いアーカイブズ専門職か
らの考察

ICAアドボカシー専門家グ
ループの業績

ビッグ・データ：評価選別
のための新しい課題

Vitamプログラム、アーキ
ビスト、記録管理者および
IT専門家の協会

ロシアの公文書館におけ
る韓国の歴史

オマーンにおける電子記
録の管理：戦略・実行・課
題及び解決策

見えない壁を打ち破る：
アーカイブズ学とその実践
の充実に向けて

Aramocorama：アーカイ
ブズ内容の物語化

情報文化の分析のための
ツールキットの開発

脚注にはとどまらない：
アーカイブズコレクション
が物語を導く

フランス公文書館省庁間
サービス部におけるデジタ
ルアーカイブズの方針：進
化と革命

電子政府：記録管理専門
職へのゲームチェンジャー
となるか？

Up and AtoM：ボース
ウィック公文書館における
Genesis計画

パブリックサービス・アウト
リーチ・評価選別：２つの
新たな専門家グループ

欧州のアーカイブズポータ
ル：現在の焦点、戦略、視
点

10年連続で世界一のサー
ビスを誇る仁川国際空港
と、建設当初から計画され
た文書及び記録管理

相互利益？アーカイブズ
情報の統合システム創造
に関するポーランドの経験

オスマン帝国公文書館の
再発見？トルコにおいても
最も貴重かつ有用なアー
カイブズ

11:15-11:45 ポスター発表　／　ポスターセッション AM & PM

A017　民族画像アーカイブズの構築

A019　EDRMSの適用：中国における原子力発電企業の事例研究

A020　 国家発展の記憶の保存：稼働中の台湾におけるアーカイブズ保存技術

A021  フィンランドの公共部門における機能ベース記録機関

A022　研究者とアーカイブズ：より良い協力に向けた関係の理解

A023  民主主義の基礎：古代ギリシャからの教訓

A024  平和の再構築におけるアーカイブズの役割：司法移行期の事例

A026  エンティティ・リレーションシップモデルとメタデータ機能に基づく芸術アーカイブズのためのメタデータ要素の開発に関する研究

A027  外交記録と情報サービスの多様性と協調

A028  韓国において新しい記録研究員として生き残ること

A029　公共機関のウェブレコードのハーヴェスティングに関する事例研究：Surfaceウェブを中心に

A030  ファイル形式技術情報に基づくe-record machinary検証システムの事例研究

A031  韓国における各システム間をつなぐ電子文書管理スキームの事例

A032  保存のためのファイルフォーマットの有効化、PREFORMAプロジェクト

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

11:45-13:15

S6.1  アーカイブズ遺産の
共有

S6.2  大学及び研究機関
アーカイブズ部会

S6.3  事例研究（Part3） S6.4  国際協力（Part1） S6.5 人権 S6.6  デジタルアーカイブ

ズと記録管理（Part3）

S6.7  音声・映像アーカイ
ブズのための協力

S6.8  標準（Part1） S6.10  聴衆参加 S6.9  組織間協力

持ち去られたアーカイブ
ズ：取り戻す行動を起こす
時

協力と支援：大学及び研
究機関アーカイブズ部会
（SUV）の活動に焦点を当
てる

国境を接する二国のアー
カイブズ文書からみた戦
争フランス・カタルニア・チ
リ・ペルーの事例

国際フランス語圏アーカイブ
ズポータル（PIAF）：プロジェ
クト、ツール、コミュニティ（プ
レゼンテーションは仏語の次
に英語）

パネル：人権支援におけ
るアーキビストの役割の
基本原則

デジタル時代に目指すこ
れからの公文書管理の姿

歴史的なテレビニュース
の保存のための協力モデ
ル

ISO TC46/SC11及びICA

目録記述専門家グループ
による長期の記録管理の
ための基準開発

証明、権力、詮索：コミック
ス、漫画及びグラフィックノ
ベルに描かれたアーカイ
ブズ、アーキビスト、利用
者

地域公文書館の設立と利
用のための組織間協力－
忠清地域の事例

基調講演： Jeong-Dong Lee （サムスン）

フィリピンにおける国立文
化芸術委員会の文化遺産
小委員会下にある公文書
館委員会と他の委員会の
協力関係：事業、活動、及
びアーカイブズのための
プログラム

韓国大領領記録管理のレ
ビューと新しい方向性－
大統領記録の作成(収集）
と移管はどのように進めら
れているか－個々の大統
領記録の活用－大統領記
録管理システムの将来

ICA大会 　2016年9月5日～10日　韓国・ソウル
「アーカイブズ、調和、友情：グローバル社会における文化的感受性、正義、連携の確保」

大会プログラム



2016年9月8日（木）

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

11:45-13:15

プレゼンテーション
1．人権支援におけるアー
キビストの基本原則：序論

アーカイブズと図書館をつ
なぎ、公と私を結ぶ：道の
ない旅の可能性と影響

コレクションマッチ－拒否
せず変更せよ

2．抑圧の歴史ファイルの
公開をめぐるベルギーに
おける対立

3. モロッコ公文書館の経
験の基礎となった人権

情報管理におけるアーカ
イブズコレクション：公文書
館サービス活動の新たな
位置づけ

13:15-14:15

14:15-14:55

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

15:05-16:35

S7.1 透明性 S7.3　クラウド及びビッグ
データ

S7.4　著作権 S7.5 先住民とコレクション

との関わり（Part2）

S7.6  デジタルアーカイブ
ズ

S7.7　国際協力（Part2） S7.8　標準（Part2） S7.10　公文書館・図書

館・博物館（Part1）

S7.97  デジタルフォーマッ
トの管理

繊細なバランス：国際司法
記録の管理における透明
性の課題

クラウドにおける生活：共
同研究の未来の道筋と役
割の模索

21世紀の公文書館と図書
館の著作権の再検討に向
けた国際協調と専門的友
好関係

95,026件の市民登録所台
帳の集約：先住民族の感
化とその影響

国際宇宙協力、若い世代
のためのインスピレーショ
ン、そして外交と宇宙法の
ツールとしてのアーカイブ
ズ

コンテクストからみた記
録：目録記述に関する
ICA専門家グループに
よって開発されたアーカ
イブズ目録記述のため
の基準

博物館、図書館、公文書
館のパートナーシップ：渋
沢栄一記念財団の協力構
築事例

デジタル時代における医
療電子記録の品質の確保

サービスとしてのソフトウェ
ア（SaaS）アプリケーショ
ンにおける記録作成と維
持：調査

先住バトワ族の人口に関
するブルンジの公文書へ
のアクセス申立：再建への
挑戦

集約と専門職：エジンバラ
大学の研究コレクションセ
ンターにおけるアーカイブ
ズ、図書館、博物館サー
ビスモデル

デジタル時代の文書保存

クラウドデジタルアーカイ
ブズのためのリスク評価
に関するフレームワーク

多くのコレクション・多くの
領域・多くの研究所：境界
のない1つの物語

電子実験室のノートブック
のための記録管理計画

16:35-17:00 ポスター発表　／　ポスターセッション AM & PM

A017　民族画像アーカイブズの構築

A019　EDRMSの適用：中国における原子力発電企業の事例研究

A020　 国家発展の記憶の保存：稼働中の台湾におけるアーカイブズ保存技術

A021  フィンランドの公共部門における機能ベース記録機関

A022　研究者とアーカイブズ：より良い協力に向けた関係の理解

A023  民主主義の基礎：古代ギリシャからの教訓

A024  平和の再構築におけるアーカイブズの役割：司法移行期の事例

A026  エンティティ・リレーションシップモデルとメタデータ機能に基づく芸術アーカイブズのためのメタデータ要素の開発に関する研究

A027  外交記録と情報サービスの多様性と協調

A028  韓国において新しい記録研究員として生き残ること

A029　公共機関のウェブレコードのハーヴェスティングに関する事例研究：Surfaceウェブを中心に

A030  ファイル形式技術情報に基づくe-record machinary検証システムの事例研究

A031  韓国における各システム間をつなぐ電子文書管理スキームの事例

A032  保存のためのファイルフォーマットの有効化、PREFORMAプロジェクト

昼　　食

全体会合： Anne Gilliland and Barbara Reed

世界の記憶のデジタル
化とその利用：朝鮮王
朝実録と承政院日記に
焦点を当てて

新しい記録管理とフランス
防衛省のデジタル情報の
効率的な収集に向けて：
電子文書アーカイブのアッ
プロードと変化に対応する
ツール

Tagをつけよう！多目的手
段としての電子化：アムス
テルダム市文書館の写真
コレクションへのオンライ
ンアクセスのための新しい
戦略



2016年9月8日（木）

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

17:00-18:30

S8.1 デジタルヒューマニ
ティ

新しい専門職の業績
（Part2）

S8.3　二国間協力（Part2) S8.4  デジタルアーカイブ

ズと記録管理（Part6）

S8.5  ビジネスアーカイブ
ズ部会

S8.6  事例研究（Part2） S8.7  公文書館・図書館・

博物館（Part2）

S8.8  デジタルアーカイブ

ズと記録管理（Part5）

S8.10  デジタルアーカイ

ブズと記録管理（Part4）

S8.9  標準（Part3）

歴史、記録、そしてデジタ
ルヒューマニティ

新しい専門職の紹介 限りある財源の下で大量
のデジタル化された資料
の保存管理を行う：日米共
同プロジェクトにおける成
功へのステップ

ビッグ・データ：視聴覚資
料のデジタル進化

ジンバブエにおける公文
書館と博物館の協力に関
するトレンド

デジタルの推移、人間の
推移：ADAMANTプロジェ
クト

公共及び民間文書館にお
ける紙及びデジタルアー
カイブズの管理戦略の発
展：インドにおけるアーカ
イブズの実践と協力に関
する研究

記録管理専門職の拡大と
MSR資格スキームの開発

"Aloha"アーカイブズ：太
平洋諸島の文化遺産機関
における協力、平和、協調
のための非営利団体の視

オランダ政府における情
報管理のためのE-

Discovery

メキシコ国立人類学博物
館の歴史アーカイブ

ソーシャルサービスに基
づくモバイルアーカイブズ
のための主要な技術の開
発と実施

MSRを使った公記録管理
システムの進展の方向性

調停後の電子記録へのア
クセス：微妙な問題に配慮
したアクセスの促進

ナレッジベース社会の発
展をサポートする研究者と
の協力関係：国立公文書
館の経験

アーカイブズと文化外交：
国際文書博物館デザイン

個人の電子記録アーカイ
ブズ：中国の実践的・理論
的調査

デジタルおよびグローバ
ル環境におけるSBA（ビジ
ネスアーカイブズ部会）と
持続的なビジネスアーカイ
ブズ：アーカイブズサービ
スにおける「グローカル
な」取組の促進

インターネット革命：公共
アーカイブの変化は必要
か？フランスにおける閲覧
者、インターネットユー
ザー、公共文化活動に関
するアンケート調査分析



1．デジタル時代におけるレコードキーピング 4．グローバルなアーカイブズ界における調和と友情 7．新任専門職

2．協力 5．アーカイブズ文化及び社会における多様性と調和 8．2012年以降のICAネットワークの成果

3．司法・権利擁護・和解における記録及びアーカイブズの利用 6．韓国のアーカイブズ及び記録管理 9．国立公文書館フォーラム

2016年9月9日（金）

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

09:00-09:45

09:45-11:15

S9.1  ICAプログラム委員

会の事業と業績（Part４）

S9.2  事例研究（Part1） S9.3  コミュニティアーカイ

ブズ（Part2）

S9.4　標準（Part4） S9.5  司法 S9.6  パートナーシップ

（Part2）

S9.7  和解（Part2） S9.8  地域アーカイブズ

（Part3）

S9.10　持ち去られたアー
カイブズの共有

S9.9  原子力発電所の記
録管理

低劣な環境下にあるアー
キビストが救済されるよう
どう支援するか－FIDA の

010～2016の活動

マレーシア国立公文書館
におけるアドヴォカシーの
ためのアーカイブズの再
編

地域民族文化保護におけ
る広西チワン族自治区の
伝統音楽アーカイブズの
役割

国際標準化：デジタル時
代における記録管理の主
要な進展

強制的な養子縁組の歴史
プロジェクトの社会アーカ
イブズ：司法による回復の
機会

アーカイブズと災害：東日
本大震災から5年を迎えた
日本の対応

チリの新しい人権アーカイ
ブ：記憶の復興のための
努力

中国の水書アーカイブズ
の創設・保存・移管

文化遺産共有プログラム：
歴史的関係のある国家間
の相互利益

福島原子力発電所事故に
関するアーカイブズの将
来

アフリカプログラム 戒厳令の記憶の場を解く：
その起源から写真のコン
テクストを説明する

タイの地域遺産の保存：
Village Templeの事例

デジタル時代における記
録管理：改訂版ISO15489

の紹介

分裂の克服：ドイツ連邦公
文書館の役割

地域の物語を記録に書き
残す

友好に基づく協力：大連市
文書館の海外コレクション
プロジェクトを事例として

設計記録の管理に向けた
記録管理専門職の仕事と
役割

PCOMプロジェクトの進展 Nembang Macapat：過去
のジャワ島の知識の文書
化

少ないことの豊かさ：オー
ストラリア国立公文書館に
おけるISO 16175 Part3

の実践的履行

地域メタデータ構想：地域
間の「比較不可能なオント
ロジー」を示す方向へ

家にいながらどこへでも：
四散したフィリピン・コル
ディリェラ地域固有の文学

原子力発電所の設計文書
の分類

11:15-11:45

会場 講堂 ホール E1+2 ホール E3+4 ホール E5 ホール E6 307会議室 308会議室 317会議室 318会議室 327会議室

11:45-13:15

S10.1  韓国政府展示

（Part2）

S10.3  和解（Part5） S10.4  新しい専門職の業

績（Part3）

S10.5  パートナーシップ

（Part4）

S10.6  危機に瀕したアー
カイブズ

S10.8　事例研究（Part4） S10.7  アクセス可能な情

報（Part2）

憲法と管理（Eガバメントの
ための提案　スペシャル
セッション）

国家の和解－アーカイブ
ズの役割

公共サービスの観点にお
けるアーカイブズのビジネ
スプロセス再構築

危機に瀕したアーカイブズ
の避難場所：パネル

「新しい」空間：インドネシ
アのパクアラマン私有文
書館の役割

韓国のデジタル保存戦略

南アフリカにおける情報公
開法制を通じた真実和解
委員会のアーカイブズへ
のアクセスの変遷

ブラジル国家真実和解委
員会の活動支援における
記録とアーカイブズの役
割

アーカイブズと「外部の」
パートナーとの協力

将来のデジタルアーカイブズ
に向けた協力－スイス連邦
公文書館のWikimediaとのコ
ラボレーション

多様性における調和：ジョ
グジャカルタ王宮のアーカ
イブズ管理における地域
パートナーシップの最適化

地域協力の事例研究：湖
南省におけるアーカイブズ
の情報化の実践

13:15-14:15

大会プログラム

昼　　　食

基調講演： Li Minghua, Eric Ketelaar

情報のための法律と民主
主義への飛躍：ブラジルに
おけるアーカイブズの法
制化と法による移行期の
正義の強化

ネパールにおける国立公文
書館のコレクションと司法・ア
ドヴォカシー・和解における
アーカイブズ文書の利用

休　　　憩

高貴なアイルランド社会の
医大な羊皮紙書の秘密が
明かされる：パートナー
シップの実例　ロンドン市
公文書館による報告
アーカイブズとUlsterの歴
史の鍵を握る文書

独裁制に関する司法、和
解、及び歴史評価を支援
する：連邦公文書館にお
ける国家社会主義の記録
と第二次世界大戦

原子力発電所のライフサ
イクルにおける設計・知識
の管理（ライフサイクルを
通じた原発設計知識の管
理）

日本的なアーカイブズの
伝統と、グローバル化時
代の新たな要求との調和
－これからのビジネスアー
カイブズの使命

ICA大会 　2016年9月5日～10日　韓国・ソウル
「アーカイブズ、調和、友情：グローバル社会における文化的感受性、正義、連携の確保」



2016年9月9日（金）

14:15-15:45

15:45-16:15

16:15-17:45

全体会合： ICAプログラム委員会によるまとめ

休　　　憩

閉　会　式


